
  

 

 

 

 

 

 

 

                           校長 百目鬼 弘通 

 10月 18日（日）、心地よい秋晴れの下、体育大会を実施いたしました。５月に

予定していました地域の皆様方との合同体育大会は、新型コロナウイルスの影響

で、中止させていただき、時期を移し、学校単独の体育大会となりました。なによ

りも、全校児童が一同に集まり、今年度初めてといっていい学校行事ができたこと

を子どもたちと保護者の皆様と喜び合うことができました。また、地域の皆様にお

かれましては、子どもたちの活躍を楽しみにしておられたと存じますが、新型コロ

ナウイルス感染予防のため参観人数に制限を加えたり、ご来賓の方々をお招きする

ことができなかったりしたことをお詫び申し上げます。 

開会の挨拶の中で、体育大会のスローガンにも相通じる「やりきる」「助け合う」

「学び合う」体育大会としようと呼びかけました。 

・やりきる：最後まで全力でやりきること。 

・助け合う：一人では出来ないことも、仲間と力を合わせることで力が膨らむ。 

・学び合う：一生懸命に取り組む姿は感動を与える。感動は心を動かす。心が動

くときはたくさんの学びを生む。 

仲間にバトンを渡すために必死で走る姿。仲間に力を与えようと応援する姿。応

援団を憧れの眼差しで見る姿。そんな子どもたちの姿に感動をおぼえました。 

 閉会式の子どもたちの顔は、どの顔も皆、やりきった充実感や達成感に満たされ

た笑顔であふれていました。体育大会で体験したこの三つをこれからの学校生活で

生かしていくことを期待しています。「聞いたことは、忘れる。見たことは、覚え

る。体験したことは、理解する。」と言われますから…。 

 さあ、次は 11月 3日（火）の「小中合同文化祭」です。子どもたちは、作品作

りやステージ発表の練習に励んでいます。なお、文化祭も児童の家族 2名以内と参

集者を制限させていただきますので、ご理解とご協力をお願いいたします。絵画等

の作品は、牧コミュニティプラザに展示をしますので、ご自由にご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上越市立牧小学校     第６号 

     学校だより 令和２年１１月１日 

やりきった 助け合った 学び合った 体育大会 



10/12～16 は、「小中挨拶運動」でし
た。牧小の玄関に中学生や民生・児童委
員の方からも駆けつけていただき、当
番学年も大きな声であいさつを交わし
ました。15 日には、国立妙高青少年自
然の家から「早起きちゃんと夜更かし
鬼」も参加し、運動を盛り上げてくれま
した。 

 11月は「上越市教育を考える市民の月間」です。                   

 上越市は、市民が日頃から教育について考え、積極的に参加するためのシンボルと

して 11 月 1 日を「上越市教育の日」と制定しました。そして、教育の日の趣旨に

ふさわしい活動を重点的に実施する期間として、11月を「上越市教育を考える市民

の月間」として位置付けています。一連の関連事業として今年は、11 月７日（土）

にオンラインイベント、7日～12日に高田城址公園オーレンプラザで展示を実施し

ます。GIGAスクール関連のオンラインイベントでは、これからの ICT環境の変化・

進化について貴重な情報を得ることができます。イベント等の詳細は、過日配付しま

したチラシをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「上越市教育の日」シンボルマーク〕 

 おめでとうございます   

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 挨拶溢れる学校っていいね    

 11月の主な予定 （今後変更される場合があります）                   

11／ 1（日）上越市教育の日  11／11（水）学校研一斉研修（給食後下校） 

11／ 3（火）小中合同文化祭  11／12（木）第６学年修学旅行（三条・新潟方面） 

11／ 6（金）３日の振替休業日 11／15（日）家族との絆を深める日 

11／ 7（土）学び愛フェスタ  11／25（水）個別面談 ～26・27・30 

 

                
今月のことば：「やってみよう。やってみなければわからない。」公文 公 

9 年間欠かさずに、柳島の子どもたちの安全な登
校をボランティアとして見守り続けてくださって
いる方が、その功績が認められて、「生き生き県民
カレッジ」から最高位の学長賞をはじめ各種奨励賞
をいただきました。お礼を兼ねて、全校児童の前で
学長賞を授与させていただきました。これからも子
どもたちの見守りをよろしくお願いいたします。 


